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【序論】 

 宮城県の特産物であるホヤは，ビタミンやミネラルなどの栄養を豊富に含むことで知られている１）．最近で

は，抗酸化作用を持ち，アルツハイマー病に有効であるプラズマローゲンがホヤから抽出され，サプリメント

の使用などが報告されている 2）．しかしながら，現在は東日本大震災の影響でホヤの輸出量が激減し，国内で

多量に廃棄されている状況である．実際，2017 年のホヤの水揚げ 11,700 トンのうち廃棄量が 6,900 トンであ

った 3）．地域経済や廃棄物再利用の側面からもホヤの廃棄量を減らすのは急務であると考えられる． 

近年，飲酒や喫煙等の生活習慣や紫外線，ストレスによって，活性酸素が過剰に発生することが明らかにな

った．活性酸素とは，酸素が体内で変化してできた反応性が高い物質のことである．特に，OHラジカルはさ

まざまな物質との反応性が極めて高く，強い酸化力を持つことが知られている 4）．活性酸素の過剰発生により，

生体内でタンパク質や DNA などの生体成分を酸化し損傷を与え，生体の機能を乱し，老化や生活習慣病の原

因となる 5）．これらの疾病を予防するためには，活性酸素による酸化を抑える作用（抗酸化作用）を持つビタ

ミン類やミネラル類などの抗酸化物質の摂取が重要である． 

 そこで本研究室では，ホヤの部位でもほとんど利用されず廃棄する被嚢に着目した．被嚢の抽出液を用いて

抗酸化作用の有無について検討を行った．特に，活性酸素の中で最も生成量が多いスーパーオキシドアニオン

（O2
‐）ラジカルと最も酸化力が強いヒドロキシル（OH）ラジカルのそれぞれの除去についての実験を行っ

た． 

【実験方法】 

ホヤの被嚢を大きさ別で 3通り（切断せず，3×3 cm，1×0.5 cm）に作製した．作製した大きさ別の被嚢そ

れぞれ 100 gを 500 mlの超純水を用いて 40℃で 24時間の抽出を行った．抽出後，ロータリーエバポレーター

（RE200；ヤマト科学株式会社）を用いて 50ml の量になるまで濃縮を行った．被嚢の抽出液は原液を始め，

2~32 倍に希釈してラジカル除去実験に用いた．ラジカル量はラジカル標準物質である 4-hydroxy-tempo（和光

純薬工業）を用いて定量を行った．O2
-ラジカルはヒポキサンチン（Hx）とキサンチンオキシダーゼ（XOD）

を用いた XOD システム，OH ラジカルは硫酸鉄（FeSO4）と過酸化水素（H2O2）を用いたフェントン反応をそ

れぞれ用いて生成させた．ラジカル捕捉剤としては，スピントラップ剤の CYPMPO（ラジカルリサーチ株式

会社）を用いた．ラジカルの測定は電子スピン共鳴装置（ESR，JES-TE300，日本電子）を用いて行っ

た．  
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図 1-1 は XOD システムを用いて生成された ESR スペクトルを示す．測定されたピークは O2
-ラジカルの特

徴（g値）と一致した．さらに，図 1-2 はフェントン反応を用いて生成された ESRスペクトルを示す．同じく

ピークの特徴（g 値）が一致しており，OH ラジカルであることが確認された．それぞれの図の縦軸はマイク

ロ波吸収量を，横軸は磁場を表している． 

  

 

 

 

 

 

 図 1-1. XOD反応によるO2
-ラジカルのスペクトル    図 1-2. フェントン反応による OHラジカルスペクトル   

    （XOD: 0.08 Unit，Hx: 200 µM）               （FeSO4: 12.5 µM，H2O2: 12.5 µM） 

【結果・考察】 

 図 2-1は被嚢抽出液の O2
-ラジカル除去率を示す．2倍希釈までは 3通りとも 100%のラジカル除去能力が確

認された．一方，4～16倍の希釈の場合は，細かくしたもの（1×0.5 cm）の抽出液以外は徐々に減少する傾向

が見られた．また，図 2-2 は被嚢抽出液の OH ラジカル除去率であり，原液は 3 通りとも 100%のラジカル除

去能力が確認された．図 2-1と同様に，希釈倍率が増加するにつれ，除去率も減少の傾向であったが，細かく

したものの抽出液の場合が最も除去率が高かった． 

被嚢には大部分が動物性租繊維や蛋白質が占めているが，近年抗酸化作用を持つカロテノイドも含まれてい

ることが報告された 6）．このような結果は，被嚢中のカロテノイドなどの抗酸化作用がある物質を細かくする

ことで多く抽出することができ，両ラジカルの高い除去率が得られたと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

  図 2-1. ホヤ抽出物の O2
-ラジカル除去率         図 2-2. ホヤ抽出物の OHラジカル除去率 

【結論】 

 廃棄部位である被嚢を使用した結果，3 通りとも高いラジカル除去能力が確認でき，両ラジカルともに細か

くしたもの（1×0.5 cm）の抽出液が最も除去能力が高かった．このことにより，被嚢抽出液はサプリメント

などへの応用が期待できると思われる．一方，ラジカル除去に影響を及ぼす物質の特定のためには，詳しい成

分分析が今後必要であると判断される． 
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